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１．はじめに 

2015 年（平成 27 年）9 月、関東・東北豪雨災害により鬼怒川が氾濫し広範囲が水

没した。この災害に対する支援として急遽、茨城 JRATが発足した。急造チームとして

結成されたこともあり混乱が生じた。著者は茨城 JRATに関わっていたことから士会と

のつなぎ役を担っていた。この経験から、現時点での茨城県作業療法士会（以下、士会）

における災害の取り組みについて報告する。 

 

２．当士会における活動 

①士会での安否確認フローの作成（図 1） 

2015 年の関東・東北豪雨災害の時、会員の安否確認の手順は存在しなかった。この

ような経緯から士会独自の安否確認フローを作成する機会になった。また、日本作業療

法士協会（以下、協会）の安否確認訓練に参加した。2018 年 2月に行われた安否確認

訓練までに安否確認フロー（ver1.0）を作成し訓練に臨んだ。その結果から課題が見つ

かり ver3.0を再検討して 2019年 2 月の安否確認訓練に参加している。 

（図 1）茨城県作業療法士会会員被災状況確認の流れ 
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②協会の災害安否確認訓練への参加 

 2019 年 2 月 8 日、災害発生を想定し

て協会から士会へ会員の安否確認訓練を行

っている。また、会員の皆様にお願いした

いことは士会ホームページより安否確認シ

ート（トライアル用）（図 2）をダウンロー

ドしていただき士会事務局に報告をお願い

したい。士会から協会への報告は、72 時

間後時点、2週間後、2月末日時点の 3 回

に渡って行う。 

 

 

 

 

（図 2）茨城県作業療法士会会員 
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③関係機関、他団体との連携について 

 茨城JRATあくまでも急造チームであり正式な団体としての立ち位置は希薄なもので

ある。そのようなことから正式な団体として組織化する必要があり、当会、茨城県リハ

医の会、茨城県理学療法士会、茨城県言語聴覚士会と共に茨城JRAT事務局を立ち上げ、

多職種による災害支援体制の組織化を行っている。各団体との協働活動について以下に

述べる。 

（１）事務局会議の開催 

2016 年より年 3 回程度、当士会含む上記 4 団体から災害担当者が集まり事務局会議

を行っている。当面は組織化を第一優先事項と考えている。 

（２）各団体会長との意見交換 

 茨城 JRAT 事務局は組織化を進めるにあたり、4 団体の意向に沿って業務の遂行に当

たっている。 

（３）県（茨城県地域リハビリテーション総合支援事業）と連携 

2018 年、地域リハビリ広域支援センターの機能に「災害時の支援機能」が追加され

た。そのようなことから、県の事業と茨城 JRAT の連携について議論を重ねている。 

 

３．今後の展望 

災害時はあらゆる機関、団体との協働体制が重要になることから、平時からも顔が見

える関係を構築することが重要である。有事に備えて支援体制や連絡体制など、あらゆ

ることを想定しながら課題解決に努めていきたい。また、災害時の安否確認の際にメー

リングリストでの確認を行っているため、会員の皆様方においてはメーリングリストへ

の登録をお願いしたい。 


